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 平安時代末期から鎌倉時代初頭にかけ、源氏に属して各地で活躍した武将、平山季

重の居館の跡。平山季重は、保元の乱、一の谷の合戦など数々の合戦に参加し、その

武勇伝は『平家物語』『吾妻鏡』にも登場するほどである。居館跡は、後に曹洞宗の

大福寺が建立されていたが、明治 6年（1873年）廃寺となった。現在この地には、平

山季重ふれあい館等が建てられ、居館跡を伝えるものとして、平山季重遺跡之碑と季

重居館跡の碑がある。平山季重遺跡之碑は、嘉永 4年（1851年）に平山正義により建

てられたものであり、碑文には季重の功績をたたえている。季重居館跡の碑は、大正

14年（1925年）12月に七生青年団平山支部によって建てられた。 
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